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障がいを知り　 共に生きる

障がいを知り

「手話」は大切な「ことば」です。今回も、簡単で
すぐに使える一言を紹介します。今回は「家族」、「友
達」、「仲間」を紹介します。
※過去の記事も含め、詳細は右上の二次元コード参照。
問

ワンポイント

手 話 30その

②

①家族①

障がい福祉課 ☎ 083-934-2794　　083-934-4142

　左手を斜めに構え
ます。
　右手の親指と小指
を立てて、左手の下
で半回転させます。

②友達
　両手の手のひらを
しっかり握ります。

③

③仲間
　「友達」の手話の
まま水平に円を描き
ます。

廃
棄
物
の
焼
却
は
止
め
ま
し
ょ
う

廃
棄
物
の
焼
却
は
止
め
ま
し
ょ
う

廃
棄
物
の
焼
却
は
、
法
律
で
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら
の
廃
棄
物
は
、

市
の
可
燃
物
収
集
を
利
用
す
る
か
、
市
の

取
扱
施
設
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
事
業
所
か
ら
の
廃
棄
物
は
、

許
可
を
持
つ
業
者
に
依
頼
す
る
な
ど
適
正

に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問

環
境
衛
生
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
６
９
０
、
南
部
衛
生
担
当
☎
０
８
３
‐

９
７
３
‐
８
１
３
６

飼
い
主
の
い
な
い
猫

不
妊
去
勢
手
術
相
談
会

飼
い
主
の
い
な
い
猫

不
妊
去
勢
手
術
相
談
会

市
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
不
妊
去

勢
手
術
を
施
し
、
猫
を
適
正
飼
養
し
よ
う
と

す
る
個
人
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ
（
猫
を
一
時
保
護
し
、

不
妊
去
勢
手
術
を
行
っ
た
後
に
元
の
場
所
に

戻
す
）
活
動
を
行
お
う
と
す
る
団
体
等
に
対

し
、
手
術
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
制

度
と
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
よ
る
生
活
環
境

課
題
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

１
月
15
日
（
木
）
15
時
〜
16
時

▼
場
所

不
燃
物
中
間
処
理
セ
ン
タ
ー

▼
定
員

約
20
人
（
要
申
し
込
み
）

問
申

１
月
７
日
（
水
）
ま
で
に
、
環
境
衛

生
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
９
０

学
校
施
設
利
用
に
係
る

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
実
証
実
験

学
校
施
設
利
用
に
係
る

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
実
証
実
験

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
を
目
的

に
、
左
記
の
施
設
で
オ
ン
ラ
イ

ン
予
約
受
付
の
実
証
実
験
を
開

始
し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。

▼
受
付
開
始
日
時

１
月
５
日
（
月
）
12
時

▼
対
象
地
域
・
学
校

・
宮
野
地
域
…
宮
野
小
学
校
、
宮
野
中
学
校

・
湯
田
地
域
…
湯
田
小
学
校
、
湯
田
中
学
校

・
大
歳
地
域
…
大
歳
小
学
校

・
阿
知
須
地
域
…
阿
知
須
小
学
校
、
井
関
小

学
校
、
阿
知
須
中
学
校

・
徳
地
地
域
…
中
央
小
学
校
、
徳
地
中
学
校

▼
利
用
者
登
録
に
つ
い
て

①
対
象
地
域
の

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

で
登
録
、
②
予
約
サ
イ
ト
（
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
）
の
「
ア
カ

ウ
ン
ト
登
録
」
か
ら
。

※
利
用
者
登
録
の
ほ
か
、
学
校
施
設
利
用

に
は
団
体
の
要
件
確
認
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
対
象
地
域
の
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
９
９
１

冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着
を
！

冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着
を
！

雪
の
季
節
で
す
。
お
出
か
け
前
は
冬
用

タ
イ
ヤ
の
装
着
・
チ
ェ
ー
ン
の
携
行
・
道

路
状
況
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

積
雪
・
凍
結
に
よ
る
走
行
不
能
車
の
ほ

と
ん
ど
が
冬
用
タ
イ
ヤ
未
装
着
で
す
。
積

雪
・
凍
結
道
路
で
滑
り
止
め
措
置
を
し
な

い
場
合
、
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

積
雪
が
あ
る
日
は
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
で

の
外
出
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※
冬
季
の
路
面
状
況
は
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問

国
土
交
通
省
山
口
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
８
３
５
‐
２
２
‐
１
７
８
５

令
和
８
年
度
の
奨
学
生

(無
利
子
)
の
募
集

令
和
８
年
度
の
奨
学
生

(無
利
子
)
の
募
集

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
方
を
対
象
と
し
て
、
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
に
父
母
、
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
る
者
が
在
住
し
、
短
期
大
学
、
専

門
職
短
期
大
学
、
大
学
、
専
門
職
大
学
、

大
学
院
、
高
等
専
門
学
校
（
第
４
学
年

お
よ
び
第
５
学
年
に
限
る
）
ま
た
は
専

修
学
校
の
専
門
課
程
に
在
学
す
る
方
ま

た
は
令
和
８
年
４
月
に
入
学
予
定
の
方

（
他
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る

方
を
除
く
）

▼
貸
与
額

月
額
４
万
円
以
内
（
無
利
子
）

問
申

２
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
、

来
課
ま
た
は
郵
送
で
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
下
の
二
次
元
コ
ー

募
集
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記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

ド
参
照
）
に
掲
載
の
所
定
の
様
式
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
教
育
総
務
課

（
〒
７
５
３
‐
８
６
５
０
亀
山
町
２
‐
１
）

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
５
９

山
口
市
地
域
福
祉
推
進
協
議
会

委
員
の
募
集

山
口
市
地
域
福
祉
推
進
協
議
会

委
員
の
募
集

地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
「
山
口
市
地

域
福
祉
計
画
・
山
口
市
地
域
福
祉
活
動
計

画
」
の
策
定
お
よ
び
取
り
組
み
の
評
価
等

を
行
う
「
山
口
市
地
域
福
祉
推
進
協
議
会
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
会
議
録
と
委
員

名
簿
は
原
則
公
開
し
ま
す
。

▼
任
期

令
和
８
年
４
月
か
ら
令
和
13
年

３
月
ま
で

▼
対
象

満
18
歳
以
上
で
、
平
日
の
日
中

に
開
催
す
る
年
１
〜
３
回
程
度
の
会
議

に
出
席
で
き
る
市
民
２
人
程
度
（
国
お

よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
常
勤
の

公
務
員
は
除
く
）

問
申

１
月
16
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
、

来
課
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
、〒
住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
て
提
言
し
た
い
こ
と

を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
て
地
域
福

祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
０
、

t-fukushi@
city.yam

aguchi.
lg.jp

市
民
対
象
の

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

市
民
対
象
の

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
困
り
ご
と

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
内
容
は
初
め
て
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
相
談
時
間
は
15
分
程
度
で
す
。

相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
等
が
あ
れ
ば
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

12
月
24
日
（
水
）
13
時
30
分
〜

16
時

▼
場
所

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
中
央

二
丁
目
５
‐
１
）

※
会
場
は
２
階
で
す
。
２
階
へ
の
移
動
が

困
難
な
場
合
は
、
予
約
時
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

▼
対
象

市
民
先
着
20
人
（
要
予
約
）

問
申

12
月
18
日
（
木
）
〜
23
日
（
火
）
に
、

市
民
相
談
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
８
６

介
護
の
入
門
的
研
修

受
講
生
募
集

介
護
の
入
門
的
研
修

受
講
生
募
集

▼
日
程

１
月
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）、

17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）、
24
日
（
土
）

▼
会
場

県
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
第
２
研

究
室
お
よ
び
健
康
指
導
室
（
吉
敷
下
東

三
丁
目
１
‐
１
）

▼
対
象

市
内
の
介
護
保
険
事
業
所
で
介
護

職
と
し
て
働
き
た
い
方

▼
定
員

15
人

申

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

山
口
市
潜
在
介
護
人
材
業
務
運

営
事
務
局
学
校
法
人
Ｙ
Ｉ
Ｃ
学
院
☎

０
８
３
‐
９
７
６
‐
８
３
５
５

蜜
蜂
飼
育
届

(
令
和
８
年
分
)

の
提
出
に
つ
い
て

蜜
蜂
飼
育
届

(
令
和
８
年
分
)

の
提
出
に
つ
い
て

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
場
合
に
は
、
養
蜂
振
興

法
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
く
飼
育
届
を
毎
年

提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
期
限

１
月
16
日
（
金
）
ま
で

問

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
１
５

М
ｅ
ｇ
ｒ
ｉ
ｂ
ａ
フ
ェ
ス
２
０
２
６

М
ｅ
ｇ
ｒ
ｉ
ｂ
ａ
フ
ェ
ス
２
０
２
６

▼
日
時

１
月
17
日
（
土
）
9
時
〜
17
時

▼
場
所

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル

▼
内
容

ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

地
元
の
飲
食
店
な

ど
が
並
ぶ
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
な
ど

▼
登
壇
者

厚
切
り
ジ
ェ
イ
ソ
ン
氏
（
テ

ラ
ス
カ
イ
グ
ル
ー
プ
役
員
、
タ
レ
ン
ト
）

申

ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
の
申
し
込
み

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

（
12
月
15
日
（
月
）
12
時
か
ら

先
着
１
５
０
人
）

問

産
業
交
流
ス
ペ
ー
ス
Ｍ
ｅ
ｇ
ｒ
ｉ
ｂ
ａ

☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
６
６
６
０

　市では、重要な計画等を策定する際に、市民の皆さんからの
意見を募集しています。提出された意見に対しては、市の考え
方（個人情報を除く）をウェブサイトで公表します。
　ただし、内容不明のものや匿名の意見には、市の考え方を示
しません。また、個々の意見に直接の回答は行いません。

意見提出はウェブサイトからが簡単！

フォームに入力するだけで提出できます。

① 山口市過疎地域持続的発展計画 （案）

農山村づくり推進課
☎ 083-934-2778、 nousanson@city.yamaguchi.lg.jp

■募集期限 ① 12 月 24 日（水・必着）
　　　　　  ② 12 月 26 日（金・必着）
■閲覧場所　各総合支所市政情報コーナー、各地域交流センタ―

（阿知須、徳地を除く）および分館、各市立図書館、担当課、ま
たは市ウェブサイト
■意見提出 来課、郵送、Ｅメール、ウェブサイトのいずれかで、
〒住所、氏名、タイトルに、①は「山口市過疎地域持続的発展計
画（案）への意見」、②は「山口市の生活環境の保全に関する条例
の一部改正（素案）への意見」と明記の上、意見を、担当課まで

パブリック
コメント

（意見募集）

市民の皆さんの意見を
　　　　お聞かせください

産
業

② 山口市の生活環境の保全に関する条例の一部改正 （素案）

環境政策課
☎ 083-934-2687、 kankyo@city.yamaguchi.lg.jp

① ②




